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メモ、注意、警告 

Pi メモ：コンピュータを使！/、やすくするための重要な情報を説明しています。 

A 注意:ハードウェアの損傷やデータの損失の可能性を示し、その問題を回避するための方法を説明してい 
m ます。 

^警告:物的損害、けが、または死亡の原因となる可能性があることを示しています。 
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コンピューター内部の作業 


コンピューター内部の作業を始める前に 

コンピューターの損傷を防ぎ、ユーザー個人の安全を守るため、以下の安全に関するガイドラインに従って 
ください。特記がない限り、本書に記載される各手順は、以下の条件を満たしていることを前提とします。 

• コンピューターに付属の「安全に関する情報」を読んでいること。 

• コンポーネントは交換可能であり、別売りの場合は取り外しの手順を逆順に実行すれば、取り付け可 
能であること。 

警告：コンピューター内部の作業を始める前に、コンピューターに付属の「安全に関する情報」に目を通 
してください。安全に関するベストプラクティスについては、規制コンプライアンスに関するホームべ 

ージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) を参照してく ださい。 

注意:修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許可 
されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサボートチームの指示によ 
ってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない 
修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。製品に付属しているマニュアルの「安全に 
お使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。 

/\ 注意:静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リストバンドを使用するか、またはコンピューター 
の裏面にあるコネクターなどの塗装されていない金属面に定期的に触れて、静電気を身体から除去して 
ください。 

/\注意：コンポーネントとカードは丁寧に取り扱ってください。コンポーネント、またはカードの接触面に 
触らないでください。カードは端、または金属のマウンティングブラケットを持ってください。プロセ 
ッサーなどのコンポーネントはピンではなく、端を持ってください。 

/\ 注意:ケーブルを外す場合は、ケーブルのコネクターかプルタブを持って引き、ケーブル自体を引っ張ら 
ないでください。コネクターに ロッキング タブが付いているケーブルもあります。この場合、ケーブル 
を外す前に ロッキング タブを押さえてください。コネクターを引き抜く場合、コネクター ピンが 曲がら 
ないように、均一に力をかけてください。また、ケーブルを接続する前に、両方のコネクターが同じ方 
向を向き、きちんと並んでいることを確認してください。 

糧 メモ： お使いのコンピューターの色および一部のコンポーネントは、本書で示されているものと異なる場 
合があります。 

コンピューターの損傷を防ぐため、コンピューター内部の作業を始める前に、次の手順を実行してください。 

1. コンピューターのカバーに傷がつかないように、作業台が平らであり、汚れていないことを確認します。 

2. コンピューターの電源、を切ります（「コンピューターの電源、を切る」を参照）。 

注意:ネットワ'ークケ'ーブルを外すには、まずケ'ーブルのプラグをコンピュ'—夕'—から外し、次にケ 
ーブルをネットワークデバイスから外します。 

3. コンピューターからすべてのネットワークケーブルを外します。 

4. コンピューターおよび取り付けられているすべてのデバイスをコンセントから外します。 

5. システムのコンセントが外されている状態で、電源ボタンをしばらく押して、システム基板の静電気を 
除去します。 
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6. カバーを取り外します。 

八 注意：コンピューターの内部に触れる前に、コンピューターの裏面など塗装されていない金属面に触 
れ、静電気を除去します。作業中は定期的に塗装されていない金属面に触れ、内部コンポーネント 
を損傷する恐れのある静電気を放出してください。 

コンピューターの電源を切る 

/\ 注意:データの損失を防ぐため、コンピューターの電源を切る前に、開いているファイルはすべて保存し 
て閉じ、実行中のプログラムはすべて終了してください。 

1. オペレーテイングシステムをシャツトダウンします。 

- Windows 7の場合： 

スタートを クリックします。_次に、 シャットダウンを クリックします。 

- Windows Vista の場合： 

スタ'ートをクリックします。^^以下に示す ようにスタ' ートメニュ^一の右下の矢印をクリック 
し、シャットダウンをクリックします。 



- Windows XP の場合： 

スタート—終了オプション — 電源を切 るの順にクリックします。オペレーティングシステム 
のシャットダウンプロセスが完了したら、コンピューターの電源が切れます。 

2. コンピューターと取り付けられているデバイスすべての電源が切れていることを確認します。オペレー 
ティングシステムをシャットダウンしてもコンピューターとデバイスの電源が自動的に切れな V ヽ場合、 
電源ボタンを6秒間押したままにして電源を切ります。 

コンピューター内部の作業を終えた後に 

交換（取り付け）作業が完了したら、コンピューターの電源を入れる前に、外付けデバイス、カード、ケー 
ブルなどが接続されていることを確認してください。 

1. カバーを取り付けます。 

注意:ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークデバイスに差し込み、次 
にコンピューターに差し込みます。 

2. 電話線、またはネットワ'ータケ'ーブルをコンピュ'ータ'一に接続します。 

3. コンピューター、および取り付けられているすべてのデバイスをコンセントに接続します。 

4. コンピューターの電源を入れます。 

5. 必要に応じて Dell 診断を実行して、コンピューターが正しく動作することを確認します。 
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コンポーネントの取り外しと取り付け 

このセクシヨンには、お使いのコンピューターからコンポーネントを取り外し、取り付ける手順についての 
詳細な情報が記載されています。 

奨励する ツール 

この文書で説明する操作には、以下のツールが必要です。 

• 細めのマイナスドライバー 

• プラスドライバー 

• 小型のプラスチックスクライブ 

カバーの 取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」 の手順に従います。 

2. カバーをコンピュータに固定しているネジを外します。 



3. コンピュータカバーをコンピュータの背面に向けてスライドさせます。 



4. コンピュータカバーを取り外します。 
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カバーの 取り付け 

1. カバーをシャーシに設置します。 

2. コンピュータカバーをコンピュータの前面に向けてスライドさせます。 

3. カバ'一をコンピュ'ータに固定するネジを取り付けます。 

4. 「コンピュータ内部の作業を終えた後に」 の手順に従います。 

前面べゼルの取り外し 

1. 「コンピユータ内部の作業を始める前に」 の手順に従います。 

2. カバーを取り外します。 

3. 前面べゼル固定クリップをシャーシから引き出します。 



4. 前面べゼルをコンピュ'ータから外す方向に回転させて、べゼルのもう一方の端にあるフックをシヤ'ーシ 
から外します。 
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前面べゼルの取り付け 

1. コンピュータの 切り込みにフックを設置します。 

2. 前面べゼルをコンピュータの方向に回転させます。 

3. 所定の位置に収まるまで、前面べゼルを押し込みます。 

4. カバーを取り付けます。 

5. 「コンピュータ内部の作業を終えた後に」 の手順に従います。 

拡張カードの取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」 の手順に従います。 

2. カバーを取り外します。 

3. カード固定ラッチのリリースタブを押します。 
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拡張力'ードの取り付け 

1. 所定の位置に収まるまで、カードをソケットに設置します。 

2. 所定の位置に収まるまで、カード固定ラッチを押し込んで、拡張カードを固定します。 

3. カバーを取り付けます。 

4. 「コンピュータ内部の作業を終えた後に」 の手順に従います。 

システムフアンの取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」 の手順に従います。 

2. カバーを取り外します。 

3. ファンケーブルをシステム基板から外します。 
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4. ファンをコンピュータの背面に固定しているネジを外します。 



5. フアンをコンピュータから取り外します。 



システムフアンの取り付け 

1. ファンをコンピュータの所定の位置に設置します。 

2. ファンをコンピュータの背面に固定するネジを取り付けます。 

3. ファンケーブルをシステム基板に接続します。 

4. カバーを取り付けます。 

5. 「コンピュータ内部の作業を終えた後に」 の手順に従います。 
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メモリの取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」 の手順に従います。 

2. カバーを取り外します。 

3. メモリモジュールの両側にあるメモリ固定タブを押し下げます。 



4. メモリモジュールを持ち上げて、システム基板のコネクタから取り外します。 



メモリの取り付け 

1. 所定の位置に収まるまで、メモリモジュールをシステム基板のコネクタに押し込みます。 

2. カバーを取り付けます。 

3. 「コンピユータ内部の作業を終えた後に」 の手順に従います。 

オプテイカルドライブの取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」 の手順に従います。 

2. カバーを取り外します。 

3. オプティカルドライブからデータケーブルと電源ケーブルを外します。 
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オプティカルドライブの取り付け 

1. オプティカルドライブをコンピュータの前面からスライドさせます。 

2. オプティカルドライブをコンピュータに固定するネジを取り付けます。 

3. オプティカルドライブにデータケーブルと電源ケーブルを接続します。 

4. カバーを取り付けます。 

5. 「コンピュータ内部の作業を終えた後に」 の手順に従います。 
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ハードディスクドライブの取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」 の手順に従います。 

2. カバーを取り外します。 

3. ハードドライブから SATA データケーブルと電源ケーブルを外します。 
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ハードディスクドライブの取り付け 

1. ブラケットをハードドライブに固定するネジを取り付けます。 

2. ハードドライブをコンピュータに取り付けます。 

3. ハードドライブをコンピュータに固定するネジを取り付けます。 

4. ハードドライブに SATA データケーブルと電源ケーブルを接続します。 

5. カバーを取り付けます。 

6. 「コンピュータ内部の作業を終えた後に」 の手順に従います。 

ワイヤレスローカルエリアネットワーク （ WLAN ) カードの 
取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」 の手順に従います。 

2. カバーを取り外します。 

3. WLAN ケーブルを外します。 



4. WLAN カードをコネクタに固定しているネジを外します。 

5. WLAN カードを持ち上げて、コンピュータから取り外します。 

ワイヤレスロ ' ーカルエリアネットワ'ーク （ WLAN ) 力'ードの 

取り付け 

1. WLAN カードをコネクタに設置し、押し込んでコネクタに固定します。 

2. WLAN カードをコネクタに固定するネジを締めます。 

3. WLAN ケーブルを接続します。 

4. カバーを取り付けます。 

5. 「コンピュータ内部の作業を終えた後に」 の手順に従います。 
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カードリーダーの取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」 の手順に従います。 

2. 次のコンポーネントを取り外します。 

a) カバー 

b ) 前面べゼノレ 

3. マルチメディアカードリーダーケーブルをシステム基板から取り外します。コンピュータの内側に沿つ 
てケーブルを固定する金属クリップがある場合は、金属クリップからケーブルを外します。 



4. マルチメディアカードリーダーをドライブケージに固定しているネジを外します。 



5. マルチメディアカードリーダーをスライドさせて、コンピュータの前面から取り外します。 
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カードリーダーの取り付け 


1. マルチメディアカードリーダーをスライドさせて、コンピュータの前面から揷入します。 

2. マルチメディアカードリーダーをドライブケージに固定するネジを取り付けます。 

3. コンピュータの内側に沿ってケーブルを固定する金属クリップがある場合は、金属クリップを通してケ 
ーブルを配線します。 

4. マルチメディアカードリーダーケーブルをシステム基板に接続します。 

5. 次のコンポーネントを取り付けます。 

a ) 前面パネル 

b ) カバー 

6. 「コンピユータ内部の作業を終えた後に」 の手順に従います。 

電源ユニット （ PSU ) の取り外し 


1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」 の手順に従います。 

2. カバーを 取り外します。 

3. ハードドライブ、オプティカルドライブ、およびシステム基板に接続されている電源ケーブルをすべて 
外します。 






•SH 鱗 


4. 電源ユニットをコンピュータの背面に固定しているネジを外します。 




ss 如 SS5S，? _ 


5. システムシャーシの底面にあるリリースボタンを押してから、電源、ユニットをコンピュータの前面に向 
けてスライドさせます。 
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6. 電源ユニットを持ち上げて、コンピュータから取り外します。 



電源ユニット （ PSU ) の取り付け 

1. 電源ユニットをコンピュータの所定の位置に設置します。 

2. 所定の位置に収まるまで、電源ユニットをコンピュータの背面に向けてスライドさせます。 

3. 電源ユニットをコンピュータの背面に固定するネジを取り付けます。 

4. ハードドライブ、オプティカルドライブ、およびシステム基板に電源ケーブルを接続します。 

5. カバーを取り付けます。 

6. 「コンピュータ内部の作業を終えた後に」 の手順に従います。 

電源スイツチの取り外し 

1. 「コンピユータ内部の作業を始める前に」 の手順に従います。 

2. カバーを取り外します。 

3. 電源スイツチとハードドライブ LED ケーブルをシステム基板から外します。 
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4. 電源スイッチアセンブリを押し下げてタブを解除し、電源スイッチアセンプリをコンビ: 
外します。 


iii^W 


電^^スイツチの取り付け 

1. 所定の位置に収まるまで、電源スイツチ/ LED アセンブリをコンピュータに押し込みます。 

2. 電源スイツチとハードドライブ LED ケーブルをシステム基板に接続します。 

3. カバーを取り付けます。 

4. 「コンピユータ内部の作業を終えた後に」 の手順に従います。 

I / O パネルの取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」 の手順に従います。 

2. カバーを取り外します。 

3. システム基板からオーディオケーブルと USB ケーブルを外します。 


夕から取り 
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4. ケーブル配線を金属クリップから外します。 



6. I / O パネルをコンピュータから取り外します。 
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I / O パネルの取り付け 

1. I / O パネルをコンピュータの所定の位置に設置します。 

2. I / O パネルをコンピュータに固定するネジを取り付けます。 

3. ケーブルを金属クリップに通して配線します。 

4. カバーを取り付けます。 

5. 「コンピュータ内部の作業を終えた後に」 の手順に従います。 

プロセッサの取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」 の手順に従います。 

2. カバーを取り外します。 

3. ヒートシンクとフアンアセンブリケーブルをシステム基板から取り外します。 



4. ヒートシンクとフアンアセンブリをシステム基板に固定している拘束ネジを緩めます。 
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リースレバーを押し下げて、外側に動かし、固定フックから取り外します。 


CPU カバーを持ち上げます。 


ヒートシンクとフアンアセンブリを持ち上げて、コンピュータから取り外します。 

pi メモ：フアンを下向きに、サーマルグリースを上向きにして、アセンブリを水平な台に置きます。 










8. プロセッサを持ち上げて、ソケットから取り出し、静電気防止パッケージに入れます。 



プロセッサの取り付け 

1. プロセッサのノッチとソケットのノッチが一致するように、プロセッサをソケットの上に置きます。 

2. リリースレバーを押し下げて、固定フックでロックします。 

3. プロセッサカバーを閉じます。 

4. ヒートシンクとファンアセンブリをプロセッサに設置します。 

5. ヒートシンクとファンアセンブリをシステム基板に固定する取り付けネジを締めます。 

6. ヒートシンクとファンアセンブリケーブルをシステム基板に接続します。 

7. カバーを取り付けます。 

8. \コンピュータ内部の作業を終えた後に\ の手順に従います。 

コイン型電池の取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」 の手順に従います。 

2. カバーを取り外します。 

3. リリースラッチを押すと、コイン型電池がソケットから飛び出します。 
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コイン型電池の取り付け 

1. コイン型電池をシステム基板のソケットに設置します。 

2. 所定の位置に収まるまで、コイン型電池をソケットに押し込みます。 

3. カバーを取り付けます。 

4. 「コンピユータ内部の作業を終えた後に」 の手順に従います。 

システム基板の取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」 の手順に従います。 

2. 次のコンポーネントを取り外します。 

a ) カバー 

b ) メモリ 

c ) システムフアン 

d ) プロセッサ 

e ) 拡張カード 

f ) WLAN カード 

3. システム基板に接続されているケーブルをすべて外します。 
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6. システム基板を持ち上げて、コンピュータシャーシから取り外し、静電気防止パッケージに入れます。 

システム基板のレイアウト 

コンピュータのシステム基板のレイアウトを次の画像に示します。 
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1 .SATA コネクタ （ SATAO 、 SATA 1、 SATA 2、 SATA 3) 

2. 前面 USB コネクタ 

3. 前面 USB コネクタ 

4. パスワードリセットジャンパ 

5. オーディオコネクタ 

6. PCI Express xl カードスロット 

7. CMOS (コイン型）バッテリー 

8. PCI Express x 16 カードス ロット 

9. システムフアンコネクタ 

10. 電源コネクタ 

11. プロセッサソケット 

12. プロセッサフアンコネクタ 

13. メモリモジュールコネクタ （ DIMM 1および 2) 

14. 主電源コネクタ 

15. CMOS ジャンパ 

16. PCI Express-mini コネクタ 

17. 前面 LED 電源コネクタ 

システム基板の 取り付け 

1. システム基板をコンピュータに設置して、コンピュータの背面に向けてスライドさせます。 

2. システム基板をコンピュータに固定するネジを取り付けます。 

3. システム基板にすべてのケーブルを接続します。 

4. 次のコンポーネントを取り付けます。 
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a ) メモリ 

b ) システムフアン 

c ) WLAN カード 

d ) 拡張カード 

e ) プロセッサ 

f ) カバー 

5. 「コンピュータ内部の作業を終えた後に」 の手順に従います。 


27 



28 
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システムセットアップ 

システムセットアップでコンピューターのハードウエアを管理し BIOS レベルのオプションを指定すること 
ができます。システムセットアップで以下の操作が可能です： 

• ハードウエアの追加または削除後に NVRAM 設定を変更する。 

• システムハードウエアの構成を表示する。 

• 統合されたデバイスの有効/無効を切り替える。 

• パフォーマンスと電力管理のしきい値を設定する。 

• コンピューターのセキュリティを管理する。 

起動順序 

起動順序ではシステムセットアップで定義された起動デバイスの順序および起動ディレクトリを特定のデバ 
イス（例:オプティカルドライブまたはハードドライブ）にバイパスすることができます。パワーオンセルフ 
テスト ( POST ) 中に、 Dell のロゴが表示されたら、以下の操作が可能です： 

• < F 2> を押してシステムセットアップにアクセスする 

• < F 12> を押して1回限りの起動メニューを立ち上げる 

1回限りの起動メニューでは診断オプションを含むオプションから起動可能なデバイスを表示します。起動 
メニューのオプションは以下の通りです： 

• リムーバブルドライブ(利用可能な場合） 

• STXXXX ドライブ 

メモ: XXX は、 SATA ドライブの番号を意味します。 

• オプティカルドライブ 
• 診断 

^ メモ: 診断を選択すると ePSA 診断 画面が表示されます。 

起動順序画面ではシステムセットアップ画面にアクセスするオプションを表示することも可能です。 

ナビ ゲーシヨンキー 

以下の表ではシステムセットアップのナビゲーションキーを示しています。 

^ メモ： ほとんどのシステムセットアップオプションでは、変更内容は記録されますが、システムを再起動 
するまでは有効になりません。 

表 1.ナビ ゲー ション キー 

キー ナビ ゲーシヨン 

上矢印 前のフィールドに移動します。 

下矢印 次のフイールドに移動します。 
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く Enter 〉 


選択したフィールドに値を入力するか（該当する場合）、フィールド内のリンクに移動 
することができます。 

スペースバー ドロップダウンリストがある場合は、展開したり折りたたんだりします。 

< Tab > 次のフォーカス対象領域に移動します。 

^ メモ:標準グラフィックブラウザ用に限られます。 

< Esc > メイン画面が表示されるまで、前のページに戻ります。メイン画面でく Esc > を押すと、 

未保存の変更を保存するプロンプトが表示され、システムが再起動します。 

< F 1> システムセットアップユーティリティのヘルプファイルを表示します。 

セットアップユーティリティの概要 

セットアップユーティリティでは以下の操作が実行できます。 

• お使いのコンピューターでハードウェアの追加、変更、または取り外しを行った後のシステム設定情 
報の変更 

• ューザー パ スワー ドなど ューザーが 選択可能なオプションの設定または変更 

• 現在のメモリ容量の確認、または取り付けられたハードディスクドライブの種類の設定 

セットアップューティリティを使用する前に、セットアップューティリティの画面情報を後で参照できるよ 
うにメモしておくことをお勧めします。 

/\ 注意：コンピューターの専門家でない限り、このプログラムの設定を変更しないでください。変更内容に 
よっては、コンピューターが正しく動作しなくなる場合があります。 

セットアップユーティリティを起動する 

1. コンピューターの電源を入れます（または再起動します）。 

2. 青色の DELL のロゴが表示されたら、 F 2 のプロンプトが表示されますのでそれまでお待ちください。 

3. F 2 プロンプトが表示されたら、すぐにく F 2> キーを押します。 

メモ： F 2 プロンプトはキーボードが初期化されたことを示します。このプロンプトはすぐに消える 
ので、表示されるのを注意して待ち、続けてく F 2> キーを押してください。プロンプトが表示される 
前にく F 2> キーを押した場合、キーストロークは無視されます。 

4. キーを押すタイミングが遅れてオペレーティングシステムのロゴが表示されてしまったら、 Microsoft 
Windows デスクトップが表示されるまで待ち、コンピューターをシャットダウンしてもう一度試してみ 
てください。 

ジャンパの設定 

ジャンパの設定を変更するには、ピンからブラグを抜きシステム基板に示されたピンに注意して取り付けま 
す。以下の表ではシステム基板ジャンパの設定を示しています。 

表2.ジャンパの設定 

ジャンパ 設定 説明 

PSWD デフォルト パスワード機能が有効になっています 

RTCRST ピン1および2 リアルタイムクロックのリセット。トラブルシューテ 

イングに使用できます。 
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セットアップユーテイリテイの画面 


表 3 .セツトアップユーテイリテイのレイアウト 


Menu (メニュー） ーセットアップユーティリティウィンドウの最上部に表示されます。このフィールドに 
は、セットアップユーティリティのオプションにアクセスするためのメニューがあります。移動するにはく 
左矢印〉キーと く 右矢印〉キーを押します。 Menu (メニュー） オプションをハイライト表示すると、お使 
いのコンピュータに取り付けられたハードウエアを定義するオプションが Options List (オプションリス 
卜） に一覧表示されます。 


Options List (オプションリスト）一 

セットアップユーテイリテイウイ 
ンドウの左側に表示されます。こ 
の フイ ' ールドは、設置されたハー 
ドウエア、節電機能、およびセキ 
ュリテイ機能などの、お使いのコ 
ンピュータの構成を定義する機能 
を一覧表示します。上下の矢印キ 
一を使用して、リストを上下にス 
クロール します。あるオプション 
をハイライト表示すると、 Options 
Field (オプションフイールド） に 
そのオプシヨンの現在の設定と利 
用可能な設定が表示されます。 


Options Field (オプションフイール 
ド） 一 Dell Diagnostics (診断）の 
右側に表示され、 Dell Diagnostics 

(診断）にリストされた各ォプシ 
ョンに関する情報を表示します。 
このフイ ールドでは、お使いのコ 
ンピュータに関する情報を表示し 
たり、現在の設定を変更すること 
ができます。現在の設定を変更す 
るにはく Enter 〉 キーを 押し、 Dell 
Diagnostics (診断)に戻るにはく 
ESC > キーを 押します。 

^ メモ： Options Field (オプション 

フィールド） に表示されてい 
る設定には、変更できないもの 
もあります。 


Dell Diagnostics (診断) — セット 

アップユーティリティの右側に表 
示されます。 Dell Diagnostics (診 

断）で選択したオプションのヘル 
プ情報を示します。 


Key Functions (キー操作） 一 Dell Diagnostics (診断） の 下に表示されます。 アクティブなセットアップユー 
ティリテイフィールドのキーとその 機能を一覧表示します。 


セットアップユーテイリテイの画面を移動するには次のキーを使用します。 

表 4 .キーストロークの説明 


キ'ーストロ'ーク 


動作 


< F 2> 


< Esc > 


く上矢印〉またはく下矢印〉 


セットアップユーテイリテイ内で選択したアイテム 
に関する情報を表示します。 

現在のビューを終了するか、またはセットアップユ 
ーテイリテイの Dell Diagnostics (診断）ページに移動 
します。 

表示するアイテムを選択します。 


<左矢印〉またはく右矢印〉 表不するメニュ^一を選択します。 


-または+ 

< Enter > 


< F 9> 


既存のアイテムの値を変更します。 

サブメニューを選択するか、またはコマンドを実行 
します。 

セツトアップデフオルトを読み込みます。 


< F 10> 


現在の設定を保存して、セットアップユーティリテ 
ィを終了します。 
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セツトアップオプション 


表 5. Main ( メイン） 

System Information ( システム情報） 

BIOS Version (BIOS バージヨン） 

Build Date ( ビルド日付） 

System Date (システム日付） 

System Time (システム時刻） 

Service Tag (サービスタグ） 

Asset Tag (アセットタグ） 

Processor Information (プロ セッサ情報） 
Processor Type (プロセッサタイプ） 

L2 Cache Size (L2 キャッシュサイズ） 

L3 Cache Size (L3 キャッシュサイズ） 
Memory Information ( メモリ情報 ) 
Memory Installed (搭載メモリ） 

Memory Speed (メモリ速度） 

Memory Technology (メモリテクノロジ) 

Device Information ( デバイス情報） 

SATA0 

SATA1 

SATA 2 

SATA 3 


コンピュータのモデル番号を表示します。 

BIOS リビジョンを表示します。 

システム BIOS がビルドされた日付を表示します。 

コンピュータの内蔵カレンダーの日付を再設定しま 
す。 

コンピュータの内蔵クロックの時刻を再設定しま 
す。 

コンピュータのサービスタグを表示します。 

コンピュータのアセットタグを表示します（利用可 
能な場合）。 


プロセッサのタイプを表示します。 

プロセッサの L 2 キヤッシュサイズを表示します。 
プロセッサの L 3 キヤッシュサイズを表示します。 

コンピュータメモリの合計を表示します。 

メモリ速度を表示します。 

タイプとテクノロジを表示します。 


ハ'ードドライブのモデル番号と容量を表示します。 


表 6. Advanced (詳細) 


CPU Configuration (CPU の設定) 


Hyper-Threading 

プロセッサの Hyper-Threading を有 

効または無効にします。 

デフオルト： Enabled 

(有効) 

Limit CPUID Value (CPUID 値の制 

限） 

CPUID 値の制限機能を有効または 
無効にします。 

デフオルト： Enabled 

(有効) 

CPUXDS 叩 port(CPUXD サポート） 

CPUXD 機能を有効または無効にし 
ます。 

デフオルト： Enabled 

(有効) 

Intel Virtualization Technology 

Intel Virtualization 機能を有効また 

は無効にします。 

デフオルト： Enabled 

(有効) 

Intel SpeedStep 

Intel SpeedStep 機能を有効または 

無効にします。 

デフオルト： Enabled 

(有効) 
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CPU C6 Report (CPU C6 レポート）オペレーティングシステムへのプデフオルト ： Enabled ( 有効 ) 

ロセッサ省電カレポートを有効ま 
たは無効にします。 


System Configuration ( システム構成） 

Onboard Audio Controller (オンボーオンボードオーディオコントロー デフオルト ： Enabled ( 有効） 

ドオーディオコントローラ） ラを有効または無効にします。 

Onboard LAN Controller (オンボー オンボード LAN コントローラを有デフオルト： Enabled (有効） 

ド LAN コントローラ） 効または無効にします。 

Onboard LAN Boot ROM (オンボーオンボード LAN 起動 ROM を有効 デフオルト： Disabled (無効） 

ド LAN 起動 ROM) または無効にします。 

USB Controller (USB コントロー USB コントローラを有効または無デフオルト： Enabled (有効） 

ラ） 効にします。 

USB Storage Boot Function (USB ス USB デバイスを起動するオプシヨデフオルト： Enabled (有効） 

トレージ起動機能） ンを有効または無効にします。 

Power Management ( 電源管理） 

Restore AC Power Loss (AC 電源損失 AC 電源ロスが発生した後で AC 電デフオルト： Power Off (電源オフ） 

の回復） 源が回復したときのコンピュータ 

の動作を指定します。 

Wake on Lan from S4/S5 (S4/S5 からコンピュータの電源をリモートかデフオルト： Enabled (有効） 

のウェイクオンラン） ら入れることができるようにしま 

す。 

Auto Power On (§ 動電源オン） コンピュータの電源を§動的に投デフオルト： Disabled (無効） 

入する機能を有効または無効にし 
ます。さらに、コンピュータに電 
源を投入する日付と時刻も指定で 
きます。 

Post Behaviour (Post 動作） 

Numlock Key (Numlock キー） POST 中の NumLock 状態を有効ま デフオルト： On (オン） 

たは無効にします。 

Keyboard Error Report (キーボード POST 中のキーボードエラーレポ デフオルト： Enabled (有効） 
ェラーレポート） ートの表示を有効または無効にし 

ます。 

表 7. Boot ( 起動 ) 

Set Boot Priority (起動優先順位の設定） コンピュータをどの種類のデバイスから順番に起動 

するかを指定します。 

Hard Disk Drives (ハードディスクドライブ） コンピュータをどのハードドライブから起動するか 

を指定します。 

CD/DVD ROM Drives (CD/DVD ROM ドライブ） コンピュータをどの CD/DVD (オプティカルドライ 

ブ）から起動するかを指定します。 
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表 8. Security (セキュリティ） 

Unlock Setup Status (セットアップアンロックのステ 

ータス） 

Admin Password Status (管理者パスワードのステータ 

ス） 

System Password Status (システムパスワードのステ 
ータス） 

Admin Password (管理者パスワード） 


BIOS を編集できるかどうかを示します。 

管理者パスワードが割り当てられているかどうかを 
示します。 

システムパスワードが割り当てられているかどうか 
を示します。 

管理者パスワードを変更または削除できます。 


Exit ( 終了） 

このセクションでは、セットアップユーティリティを終了する前に、デフォルト設定を保存、破棄、および 
読み込むことができます。 

BIOS のアップデート 

システムボードの交換時または更新が可能な場合 、 BIOS (システムセットアップ）をアップデートされること 
をお勧めします。ラップトップの場合、お使いのコンピューターのバッテリーがフル充電されていて電源プ 
ラグに接続されていることを確認してください。 

1. コンピュ^ータ^一を再起動します。 

2. support . dell . com / support/downloads にアクセスします。 

3. お使いの コンピューターのサービス タグまたは エクスプレスサービスコー ドをお持ちの場合、次の手順 
に従います。 

メモ: デスクトップの場合は、サービスタグラベルは、コンピューター正面に記載されています。 
メモ： ラップトップの場合は、サービスタグラベルは、コンピューター底面に記載されています。 

a ) サービス タグや エクスプレスサービスコードを 入力し、送信をクリックします。 

b ) 送信をクリックし、ステップ5に進みます。 

4. お使いの コンピューターのサービス タグまたは エクスプレスサービスコー ドをお持ちではない場合、次 
のいずれかの手順に従います。 

a ) 自動的に サービス タグを検出 

b ) 自分の製品およびサービスリストから選択 

c ) 全 Dell 製品リストから選択 

5. アプリケーションおよびドライバー画面で、 オペレーテイングシステム ドロップダウンリス ト から BIOS 
を選択します。 

6. 最新の BIOS ファイルを選んで ファイルをダウンロードし ますをクリックします。 

7. 希望のダウンロー ド方法を以下から選択してください ウィンドウで希望のダウンロー ド方法を選択し、 
今す ぐ ダウンロー ドをクリックします。 

ファイルのダウンロー ドウィンドウが表示されます。 

8. ファイルをコンピューターに保存する場合は、保存をクリックします。 

9. 実行をクリックしてお使いのコンピューターに更新された BIOS 設定をインストールします。 

画面の指示に従います。 
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忘れたパスワードのクリア 


コンピュータのソフトウエアセキュリティ機能には、システムパスワードやセットアップパスワードがあり 
ます。パスワードジャンパは現在使用しているパスワードを無効にします。パスワードリセットジャンパに 
は3つのピンが存在します。 


2 . 

3. 

4. 


「コンピュータ内部の作業を始める前に」 の手順に従います。 

カバーを取り外します。 

システム基板上でパスワードリセットジャンパを見つけます。「システム基板のレイアウト」を参照して 
ください。 

2ピンジャンパプラグを2番ピンと3番ピンから外し、1番ピンと2番ピンに取り付けます。 


〇 


ir 
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9 


カバーを取り付けます。 

コンピュータをコンセントに接続し、コンピュータの電源を入れてパスワードをクリアします。 
コンピュータの電源を切り、コンセントから電源ケーブルを外します。 

カバーを取り外します。 

2番ピンと3番ピンにジャンパを取り付けます。 


〇 


八 
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10. カバーを取り付けます。 

11. 「コンピュータ内部の作業を終えた後に」 の手順に従います。 

12. コンピュータの電源、を入れます。 

13. 「セツトアップユーテイリテイ」に進み、新しいシステムパスワードまたはセツトアップパスワードを入 
力します。 
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CMOS 設定のクリア 


2 . 

3. 

4. 


「コンピユータ内部の作業を始める前に」 の手順に従います。 

カバーを取り外します。 

システム基板の CMOS ジャンパを見つけます。システム基板のレイアウトを参照してください。 
2ピンジャンパプラグを2番ピンと3番ピンから外し、1番ピンと2番ピンに取り付けます。 


〇 
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カバーを 取り付けます。 

コンピュータをコンセントに接続して電源を入れます。これで CMOS 設定がクリアされます。 
コンピュータの電源を切り、コンセントから電源ケーブルを外します。 

カバーを 取り外します。 

ジャンパを2番ピンと3番ピンに取り付け直します。 


〇 ‘ 令 

A 




10. カバーを取り付けます。 

11. 「コンピュータ内部の作業を終えた後に」 の手順に従います。 

12. コンピュータの電源を入れます。 

システムパスワードとセットアップパスワード 

システムパスワードとセツトアップパスワードを作成してお使いのコンピューターを保護することができま 
す0 
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パスワードの種類 


説明 

システム パ スワー システムにログオンする際に入力が必要なパスワードです。 

ド、 

セットアップパス お使いのコンピューターの BIOS 設定にアクセスして変更をする際に入力が必要なパ 

ワード スワードです。 

/\ 注意:パスワード機能は、コンピューター内のデータに対して基本的なセキュリティを提供します。 

注意：コンピューターをロックせずに席を離れると、コンピューター上のデータに誰でもアクセスできま 
す。 

メモ：お使いのシステムは、出荷時にシステムパスワードとセットアップパスワードの機能が無効に設定 
されています。 

システムパスワードとセットアップパスワードの割り当て 

パスワードステータスがロック解除の場合に限り、新しいシステムパスワードやセットアップパスワードの 
設定、または既存のシステムパスワードやセットアップパスワードの変更が可能です。パスワードステータ 
スがロックに設定されている場合、システムパスワードは変更できません。 

糧 メモ：パスワードジャンパの設定を無効にすると、既存のシステムパスワードとセットアップパスワード 
は削除され、システムへのログオン時にシステムパスワードを入力する必要がなくなります。 

システムセットアップを起動するには、電源投入または再起動の直後にく F 2> を押します。 

1. システム BIOS 画面またはシステムセットアップ画面で、システムセキュリティを選択し、く Enter 〉 を押 
します。 

システムセキュリティ 画面が表示されます。 

2. システムセキュリティ画面でパスワードステータスがロック解除に設定されていることを確認します。 

3. システムパスワードを選択してシステムパスワードを入力し、く Enter 〉 またはく Tab > を押します。 

以下のガイドラインに従ってシステムパスワードを設定します。 

-パスワードの文字数は32文字までです。 

- 0から9までの数字を含めることができます。 

-小文字のみ有効です。大文字は使用できません。 

-特殊文字は、次の文字のみが利用可能です：スペース、（")、（+)、（,)、（-)、（■)、（/)、（;)、（[)、（\)、⑴、 
(')〇 

プロンブトが表示されたら、システムパスワードを再度入力します。 

4. 入力したシステムパスワードをもう一度入力し、 0 K をクリックします。 

5. セットアップパスワードを選択してシステムパスワードを入力し、く Enter 〉 または < Tab > を押します。 
セットアップパスワードの再入力を求めるメッセージが表示されます。 

6. 入力したセットアップパスワードをもう一度入力し、 0 K をクリックします。 

7. < Esc > を押すと、変更の保存を求めるメッセージが表示されます。 

8. < Y > を押して変更を保存します。 

コンピューターが再起動します。 

既存のシステムパスワードおよび/またはセットアップパスワードの削除または 

変更 

既存の システムパスワ ードおよび/またはセットアップ パスワ ードを削除または変更する前にパスワード状 
態がロック解除 (システム セツトアップで)になっていることを確認します。パスワード状態がロックされて 
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いる場合、既存のシステムパスワードまたはセットアップパスワードを削除または変更することはできませ 
ん〇 

システムセットアップを入力するには、電源投入または再起動の直後に < F 2> を押します。 

1. システム BIOS 画面またはシステムセットアップ画面で、システムセキュリティを選択し、く Enter 〉 を押 
します。 

システムセキュリテイ画面が表示されます。 

2. システムセキュリティ画面でパスワードステータスがロック解除に設定されていることを確認します。 

3. システムパスワードを選択し、既存のシステムパスワードを変更または削除して、く Enter 〉 またはく Tab 〉 
を押します。 

4. セットアップパスワードを選択し、既存のセットアップパスワードを変更または削除して、く Enter 〉 また 
は < Tab > を押します。 

^1 メモ：システムパスワードおよび/またはセットアップパスワードを変更する場合、プロンプトが表 
示されたら新しいパスワードを再度入力してください。システムパスワードおよび/またはセット 
アップパスワードを削除する場合、プロンプトが表示されたら削除を確認してください。 

5. < Esc > を押すと、変更の保存を要求するメッセージが表示されます。 

6. < Y > を押して変更を保存しシステムセットアップを終了します。 

コンピューターが再起動します。 

システムパスワードを無効にする 

システムのソフトウエアセキュリティ機能には、システムパスワードおよびセットアップパスワードが含ま 
れています。パスワードジャンパは現在使用中のパスワードを無効にします。 

^1 メモ:以下の手順を使用して、忘れてしまったパスワードを無効にすることもできます。 

1. \コンピューター内部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. カバーを取り外します。 

3. システム基板の PSWD ジャンパを見つけます。 

4. システム基板から PSWD ジャンパを取り外します。 

靈 メモ：コンピューターがジャンパなしで起動するまでは、既存のパスワードは無効化（消去）されま 
せん。 

5. カバーを取り付けます。 

^ メモ： PSWD ジャンパを取り付けた状態のまま新しいシステムパスワードとセットアップパスワー 
ドの両方またはどちらか一方を割り当てると、システムは次回の起動時に新しいパスワードを無効 
にします。 

6. コンピューターをコンセントに接続し、電源スイッチを入れます。 

7. コンピューターの電源を切り、コンセントから電源ケーブルを取り外します。 

8. カバーを取り外します。 

9. システム基板の PSWD ジャンパを取り付けます。 

10. カバーを取り付けます。 

11. \コンピューター内部の作業の後に\ の手順に従います。 

12. コンピューターの電源を入れます。 

13. システムセットアップに進み、新しいシステムパスワードまたはセットアップパスワードを割り当てま 
す。 システムパスワードのセツ A アッフを参照してください。 
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診断 

コンピューターに問題が起こった場合、デルのテクニカルサポートに電話する前に ePSA 診断を実行してく 
ださい。診断プログラムを実行する目的は、特別な装置を使用せず、データが失われる心配をすることなく 
コンピューターのハードウェアをテストすることです。お客様がご g 分で問題を解決できない場合でも、サ 
ービスおよびサボート担当者が診断プログラムの結果を使って問題解決の手助けを行うことができます。 

ePSA (強化された起動前システムアセスメント）診断 

ePSA 診断（システム診断としても知られている）ではハードウェアの完全なチェックを実施します。 ePSA に 
は BIOS が埋め込まれており、内部的に BIOS によって起動されます。埋め込まれたシステム診断では以下の 
ことが可能な特定のデバイスまたはデバイスグループにオプションの セッ トを提供します： 

• テストを自動的に、または対話モードで実行 

• テストの繰り返し 

• テスト結果の表示または保存 

• 詳細なテストで追加のテストオプションを実行し、障害の発生したデバイスに関する詳しい情報を得 

• テストが問題なく終了したかどうかを知らせるステータスメッセージを表示 

• テス ト中に発生した問題を通知する エラー メ ッセージを 表示 

/\ 注意:システム診断は、お使いのコンピューターをテストする場合にのみ使用してください。このプログ 
ラムを他のコンピューターで使用すると、無効な結果やエラーメッセージが発生する場合があります。 

疫 メモ: 特定のデバイスについてはユーザーの対話が必要なテストもあります。診断テストを実行する際 
にコンピューター端末の前に常にいなければなりません。 

1. コンピューターの電源、を入れます。 

2. コンピューターが起動すると、 Dell のロゴが表示されるようにく F 12> キーを押します。 

3. 起動メニュー画面で、診断オプションを選択します。 


ePSA 起動前システムアセスメン トウインドウが表示され、コンピューター内で検出された全デバイスが 
リストアップされます。診断が検出された全デバイスのテストを開始します。 

4. 特定のデバイスで診断テストを実行する場合、く Esc > を押してはいをクリックし、診断テストを中止し 
ます。 

5. 左のパネルからデバイスを選択し、 テストの 実行をクリックします。 

6. 問題がある場合、エラーコードが表示されます。 

エラーコー ドをメモしてデルに連絡してください。 
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5 


コンピューターはスタンバイ モー 
ドであるか、または電源 ュニット 
などの障害 エラー 状態です。電源 
ユニットの +5 VSB レイルだけが正 
常に機能しています。 


コンピューターの電源が切れてい 
るか、またはコンピュ'ータ'一に電 
力が供給されていません。 


コンピューターは十分に機能してコンピューターが応答しない場合 
おり、オンの状態です。 は、次の手順を実行します。 

• ディスプレイが揆続されて 
いること、電源が入ってい 
ることを確認します。 

• ディスプレイが接 f 売され、 
電源が入っている瘍合、ビ 


コンピューターは POST を終了で 
きないか、またはプロセッサに障 
害が発生しています。 


すべての カー ドを取り外し 
て、もう一度取り付けます。 
グラフィ ックスカー ドを取 
り付けている場食は、取り 
外して、もう一度取り#け 
ます。 

電源ケーブルがシステム基 
板とプロセッサに接続され 
ていることを確認します。 


消灯 


橙色の点滅 


橙色の点灯 


白色の点灯 


トラブルシューティング 

診断電源 LED コード 

電源 LED ライトステータス 考えられる原因 トラブルシューティングの手順 


ンモシ接しネ板い 
コイ。がと認パ基て 
、、、ハすルり¢1=面ムれ0 
てンまブかを前テさす 
し夕せ一つととス続ま 
押スさケしこルシ接し 
をを行源にるブがと認 
ンー移電板い ールり確 
タタら の基てケブかを 
ボーかてムれ。源一つと 
源ュドべテさす電ケしこ 
電ピーすス続ま主ルにる 


一と取ツ、に才認壮萇しし電ン確 
ユタと 夕合卜が i 延て正認 のセを 
ピクり源場ンプを保源くに確別ンと 
ンネか電るセツと源電な一をのコこ 
ココつ。がいンタこ電、し夕とど、る 
を 源しす一てコ源る、プ用一こなてい 
ル電にま夕れが電いた^^ユるドして 
ブの卜し一さプ、てま夕をピ入ン試し0 
一面ン直ュ続ツれつ M ルンが夕で能す 
ケ背セけピ接夕さなす1フコ源。ス品機ま 
源ーン付ンに偃 M にま、一、電す気製がし 
電タコりコプ電接ンし置ケもくま電化卜認 
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電源 LED ライトステータス 


考えられる原因 

トラブルシューテイングの手順 

診断 ビープコード 

表 9. ビープコードが示す原因とトラブルシューティングの手順 

ープコードを聞いて確認し 
ます。 

ビープ音の数 


考えられる原因 

トラブルシューテイングの手順 

1 


BIOS ROM のチェックサムで障害 

システム基板の障害です。 BIOS の 

2 


が発生 

RAM が検出されない 

破損または ROM エラーの可能性 
があります。 

メモリが検知されませんでした。 

3 


• チップセットのエラー 

システム基板の障害です。 

4 


(Intel B75 チップセット、 
Intel プラットフオームにお 
ける DMA/IMR/ タイマーの 

ェラー） 

• 時刻クロックのテスト障害 

• ゲート A20 障害 

• スーパー I/O チップ障害 

• キ'ーボ'ードコントロ'ー ラの 
テスト障害 

RAM 読み取り/書き込み障害 

メモリの障害です。 

5 


RTC 電源障害 

C0MS バッテリーの障害です。 

6 


ビデオ BIOS のテスト障害 

ビデオカードの障害です。 

7 


プロセッサ障害 

プロセッサの障害です。 

診断 エラー メ ツ セージ 


エラーメ ツ セーシ 


説明 



AUXILIARY DEVICE FAILURE (補助デバイス障害） タッチパッドまたは外付けマウスに問題がある可能 

性があります。外付けマウスの場合、ケーブル接続 
を確認してください。セットアップユーティリティ 

で Pointing Device (ポインテイングデバイス） オプシ 


BAD COMMAND OR FILE NAME (コマンド名 またはファ 
イル名が正しくありません） 

CACHE DISABLED DUE TO FAILURE (障害によりキヤッ 
シュが無効になりました） 


ョンを有効にしてください。 

コマンドの スペルは正しいか、空白の位置は正しい 
か、パス名は正しいかを確認してください。 

マイクロプロセッサ内蔵の1次キヤッシュに障害が 
発生しました0 デルにお問い合わせください 。 


CD DRIVE CONTROLLER FAILURE (CD ドライブコント ロ 
ーラー 障害） 

Data Error (データエラー） 


コンピューターからのコマン ドにオプ テイカノレ ドラ 
イブが応答しません。 

ハードドライブからデータを読むことができませ 
ん〇 
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エラーメツセージ 

DECREASING AVAILABLE MEMORY (使用可能なメモリ 
が減少しています） 

Disk C: failed initialization (デイスク C : の初期化に失敗 
しました） 


DRIVE NOT READY ( ドライブの準備ができていませ 
ん） 

ERROR READING PCMCIA CARD (PCMCIA カードの読み 

取りエラー） 

EXTENDED MEMORY SIZE HAS CHANGED (拡張メモリ 

の容量が変更されています） 


THE FILE BEING COPIED IS TOO LARGE FOR THE 
DESTINATION DRIVE (コピーするファイルはコピー先 
のドライブには大きすぎます） 

A FILENAME CANNOT CONTAIN ANY OFTHE FOLLOWING 
CHARACTERS: \/:*?"<>|- (次の文字はファイル名に 
使用できません ：\ハ *?__<> 卜） 

GATE A20 FAILURE (ゲート A20 障害） 


GENERAL FAILURE (一般的な障害) 


HARD-DISK DRIVE CONFIGURATION ERROR (ハードデイ 

スクドライブ設定エラー） 


HARD-DISK DRIVE CONTROLLER FAILURE 0 (ハードデイ 

スクドライブコントローラー障害〇) 


説明 

1つ以上のメモリモジュールに問題があるか、または 
適切に取り付けられていません。メモリモジュ'ール 
を取り付け直し、必要があれば交換します。 

ハードドライブの初期化に失敗しました。 Dell 
Diagnostics (診断）でハードドライブのテストを実行 
してください。 

操作を続けるにはベイにハードドライブが必要で 
す。ハードドライブをハードドライブベイに取り付 
けてください。 

コンピューターは ExpressCard を識別できません。 
カードを入れ直すか、別のカードを試してみてくだ 
さい。 

不揮発性メモリ (NVRAM) に記録されているメモリ 
容量が コン ピュ'ーターに取り付けられているメモリ 
容量と一致しません。コンピューターを再起動して 
ください。エラーが再度表示される場合は、 デルに 
お問い合わせください 。 

コピーしようとしているファイルが大きすぎてディ 
スタに収まらないか、またはディスクが満杯の状態 
です。別のディスクにコピーするか、または容量の 
より大きなディスクを使用してください。 

これらの文字をファイル名に使用しないでくださ 
い。 


メモリモジュールがしっかりと装着されていない可 
能性があります。メモリモジュールを取り付け直 
し、必要があれば交換します。 

オペレーティ ング システムは コマン ドを実行できま 
せん。 通常では、 Printer out of paper (プリン ターの用 

紙がありません）のように、問題を特定するメッセ 
ージが続けて表示されますので、適切な対応を取っ 
てください。 

コンピューターはドライブのタイプを識別できませ 
ん。コンピューターをシャットダウンし、ハードド 
ライブを取り外して、オプティカルドライブからコ 
ンピューターを起動してください。続いて、コンビ 
ユ' ータ'一をシャットダウンし、ハ'ードドライブを再 
度取り付けて、コンピューターを再起動します。 Dell 
Diagnostics (診断）で Hard Disk Drive (ハードデイス 
クドライブ）のテストを実行してください。 

ハードドライブはコンピューターからのコマンドに 
応答しません。コンピューターをシャットダウン 
し、ハードドライブを取り外して、オプティカルド 
ライブからコンピューターを起動してください。続 
いて、コンピュ'ータ'一をシャットダウンし、ハ'ード 
ドライブを再度取り付けて、コンピューターを再起 
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エラーメッセージ 


説明 


HARD-DISKDRIVE FAILURE (ハードディスク ドライブ 
障害） 


HARD-DISK DRIVE READ FAILURE (ハードディスクドラ 
イブ読み取り障害） 


INSERT BOOTABLE MEDIA (起動可能メディアの揷入) 


INVALID CONFIGURATION INFORMATION-PLEASE RUN 
SYSTEM SETUP PROGRAM (無効な設定情報■セットア 
ップユーテイリテイを実行してください） 


KEYBOARD CLOCK LINE FAILURE (キーボードク ロック 

ライン障害） 


KEYBOARD CONTROLLER FAILURE (キーボードコント ロ 

ーラー障害） 


KEYBOARD DATA LINE FAILURE (キーボードデータライ 

ン障害） 


KEYBOARD STUCK KEY FAILURE (キーボードスタック 

キー 障害） 


動します。 Dell Diagnostics (診断）で Hard Disk Drive 

(ハードディスクドライブ）のテストを実行してく 
ださい。 

ハ'ードドライブはコンピュ'ータ'一からのコマンドに 
応答しません。コンピューターをシャットダウン 
し、ハードドライブを取り外して、オプティカルド 
ライブからコンピュ^ー ターを起動してください。続 
いて、コンピュ'ータ'一をシャットダウンし、ハ'ード 
ドライブを再度取り付けて、コンピューターを再起 
動します。 Dell Diagnostics (診断)で Hard Disk Drive 
(ハードディスクドライブ）のテストを実行してく 
ださい。 

ハードドライブに欠陥がある可能性があります。コ 
ンピュ'ータ'一をシャットダウンし、ハ'ードドライブ 
を取り外して、オプティカルドライブからコンピュ 
ータ'一を起動してください。続いて、コンピュ'ータ 
一をシャットダウンし、ハードドライブを再度取り 
付けて、コンピユ’ータ^一を再起動します。 Dell 
Diagnostics (診断）で Hard Disk Drive (ハードデイス 
クドライブ）のテストを実行してください。 

オペレーティングシステムは、 フロッピー ディスク 
やオプティカルドライブなどの起動できないメディ 
アで起動しようとしています。起動可能なメディア 
を揷入してください。 

システムの設定情報はハ^ー ドウ: n アの構成と一致し 
ていません。このエラーが発生する可能性が最も高 
いのは、メモリモジュールを取り付けた後です。セ 
ットアップユーテイリテイでオプションを適切に修 
正してください。 

外付けキーボードの場合、ケーブル接続を確認して 
ください。 Dell Diagnostics (診断)で Keyboard 
Controller ( キーボードコントローラー） のテストを 
実行してください。 

外付けキーボードの場合、ケーブル接続を確認して 
ください。コンピューターを再起動します。起動中 
にはキーボードやマウスに触れないでください。 

Dell Diagnostics (診断) で Keyboard Controller (キーボ 

ードコントローラー） のテストを実行してください。 

外付けキーボードの場合、ケーブル接続を確認して 
ください。 Dell Diagnostics (診断) で Keyboard 
Controller ( キーボードコントローラー） のテストを 
実行してください。 

外付けキーボードや外付けキーパッドの場合、ケー 
ブル接続を確認してください。コンピューターを再 
起動します。起動中にはキーボードやキーに触れな 

いでく ださい。 Dell Diagnostics (診断) Stuck Key 

(スタックキー）のテストを実行してください。 
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エラーメッセージ 

LICENSED CONTENT IS NOT ACCESSIBLE IN 
MEDIADIRECT (MediaDirect ではライセンスコンテン 
ツにアクセスできません） 

MEMORY ADDRESS LINE FAILURE AT ADDRESS, READ 
VALUE EXPECTING VALUE 

MEMORY ALLOCATION ERROR (メモリ割り当てエラ 
一） 


MEMORY DOUBLE WORD LOGIC FAILURE AT ADDRESS, 
READ VALUE EXPECTING VALUE 

MEMORY ODD/EVEN LOGIC FAILURE AT ADDRESS, READ 
VALUE EXPECTING VALUE 

MEMORY WRITE/READ FAILURE AT ADDRESS, READ 
VALUE EXPECTING VALUE 

NO BOOT DEVICE AVAILABLE (起動デバイスがありま 

せん） 


NO BOOT SECTOR ON HARD DRIVE (ハードドライブに 
起動セクターがありません） 

NO TIMER TICK INTERRUPT (タイマーテイック害 U り込 
み信号がありません） 


NOT ENOUGH MEMORY OR RESOURCES. EXIT SOME 
PROGRAMS AND TRY AGAIN (メモリまたはリソースが 
不足しています。プログラムをいくつか終了して、 

もう一度試してみてください） 

OPERATING SYSTEM NOT FOUND (オペレーティングシ 
ステムが見つかりません） 


OPTIONAL ROM BAD CHECKSUM (オプション ROM の 
チェックサムが正しくありません） 

SECTOR NOT FOUND (セクターが見つかりません） 


説明 

Dell MediaDirect では、そのファイルのデジタル権限 
管理 (DRM) 制限が検証できないので、そのファイ 
ルは再生できません。 

メモリモジュールに問題があるか、または適切に取 
り付けられていません。メモリモジュ'ールを取り付 
け直し、必要があれば交換します。 

実行しようとしているソフトウェアは、オペレーテ 
ィングシステム、ほかのプログラムやユーティリテ 
ィと競合しています。コンピューターをシャットダ 
ウンして、30秒後に再起動してください。プログラ 
ムを再度実行してみます。エラーメッセージがまだ 
表示される場合は、ソフトウェアのマニュアルを参 
照してください。 

メモリモジュールに問題があるか、または適切に取 
り付けられていません。メモリモジュールを取り付 
け直し、必要があれば交換します。 

メモリモジュールに問題があるか、または適切に取 
り付けられていません。メモリモジュ ' ールを取り付 
け直し、必要があれば交換します。 

メモリモジュールに問題があるか、または適切に取 
り付けられていません。メモリモジュールを取り付 
け直し、必要があれば交換します。 

コンピューターはハードドライブを見つけることが 
できません。ハードドライブが起動デバイスの場 
合、ドライブが取り付けられて適切に設置されてい 
ること、および起動デバイスとしてパーティション 
分割されていることを確認してください。 

オペレーティングシステムが破損している可能性が 
あります。 デルにお問い合わせください 。 

システム基板上のチップが誤動作している可能性が 
あります 。 Dell Diagnostics (診断)で System Set (シ 

ステムセット） のテストを実行してください。 

起動しているプログラムが多すぎます。すべてのウ 
インドウを閉じて、使用したいプログラムを起動し 
てください。 


ハードドライブを取り付け直してください 
(support.dell.com のオーナース、、マ^ニュアノンを参照し 
てください）。問題が解決しない場合は、 デルにお 
問い合わせください 。 

オプション ROM に障害が発生しました。 デルにお 
問い合わせください 。 

オペ レー テイングシステムが ハード ドライブ上でセ 
クタ'一の位置を確認できません。ハ'ードドライブに 
欠陥があるセクターがあるか、破損した FAT がある 
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エラーメッセージ 


説明 


SEEK ERROR ( シークエラー ) 


SHUTDOWN FAILURE (シャットダウン障害) 


TIME - OF-DAY CLOCK LOST POWER (時刻クロックの電 
源損失） 


TIME - OF-DAY CLOCK STOPPED (時刻クロックの停止) 


TIME - OF-DAY NOT SET-PLEASE RUN THE SYSTEM SETUP 
PROGRAM (時刻が設定されていません-セットアッ 
プユーティリティを実行してください） 

TIMER CHIP COUNTER 2 FAILED (タイマーチップカウン 

ター2障害） 

UNEXPECTED INTERRUPT IN PROTECTED MODE (保護モ 

ードで想定外の割り込みがありました） 


X:\IS NOT ACCESSIBLE . THE DEVICE IS NOT READY ( X :\ 

にアクセスできません。デバイスの準備ができてい 
ません） 


可能性があります。 Windows のエラーチェックュー 
ティリテイを実行して、ハードドライブのファイル 
構造を確認してください。手順については 、 Windows 
ヘルプとサポート（[スタート]〉[ヘルプとサポート] 
をクリック）を参照してください。欠陥があるセク 
ターが多数ある場合は、（可能ならば）データをバッ 
クアップして、ハ^ー ドドライブを再フォ^ーマットし 
てください。 

オペレーティングシステムがハードディスクドライ 
ブ上の特定のトラックを見つけることができませ 
ん〇 

システム基板上のチップが誤動作している可能性が 
あります 。 Dell Diagnostics (診断） で System Set (シ 

ステムセット）のテストを実行してください。 

システム構成の設定が破損しています。お使いのコ 
ンピューターをコンセントに接続して、バッテリー 
を充電してください。問題が解決しない場合、セッ 
トアップューティリティを起動して、データを復元 
してみてください。その後すぐにプログラムを終了 
します。メッセージが再び表示される場合は、 デル 
にお問い合わせください 。 

システム構成の設定に対応している予備バッテリー 
を再充電する必要がある可能性があります。お使い 
のコンピューターをコンセントに接続して、バッテ 
リーを充電してください。問題が解決しない場合 
は、デルにお問い合わせください。 

セットアップユーテイリテイに保存されている時刻 
または日付がシステムクロックと一致しません。 

Date and Time (時刻と日付）オプシヨンの設定を修正 
してください。 

システム基板上のチップが誤動作している可能性が 
あります。 Dell Diagnostics (診断)で System Set (シ 

ステムセット）のテストを実行してください。 

キーボードコントローラーが誤動作しているか、ま 
たはメモリモジュールがしっかりと装着されていな 
い可能性があります 。 Dell Diagnostics (診断） で 
System Memory (システムメモリ） のテストと 

Keyboard Controller (キーボードコントローラー） の 

テストを実行してください。 

ドライブにディスクを入れて、もう一度試してみて 
ください。 


WARNING : BATTERY IS CRITICALLY LOW (警告：バッテバッテリーが切れています。バッテリーを交換する 
リー残量がほとんどありません） か、コンピューターをコンセントに接続してくださ 

い。あるいは、休止モードを有効にするか、コンビ 
ューターをシヤット ダウンしてください。 
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No timer tick interrupt (タイマーティック割り込み信号システム基板上のチッフが誤動作しているか、また 

はマザーボードで障害が発生している可能性があり 
ます。 


がありません） 

USB over current error (USB 過電流エラー） 


CAUTION - Hard Drive SELF MONITORING SYSTEM has 
reported that a parameter has exceeded its normal 
operating range . Dell recommends that you back up your 
data regularly . A parameter out of range may or may not 
indicate a potential hard drive problem (注意-ハードデ 


USB デバイスとの接続を切ってください。 USB デバ 
イスを正常に動作させるには電力が不足していま 
す。外部電源を使用して USB デバイスを接続する 
か、 USB ケーブルが2本ある場合は、2本とも接続し 
てください。 

S . M . A . R . T エラー、ハードディスクドライブに障害の 
可能性があります。 


システム エラ^ー メ ツセ^ー ジ 

システムメッセージ 説明 


Alert ! Previous attempts at booting this system have railed 
at checkpoint [ nnnn ]. For help in resolving this problem , 
please note this checkpoint and contact Dell Technical 
Support (警告：このシステムの前回の起動時にチェ 
ックポイント [ nnnn ] で障害が発生しました。この問 
題を解決するには、このチェックポイントをメモし 
てデルテクニカルサポートにお問い合わせくださ 
い） 

CMOS checksum error ( CMOS チェックサムエラー） 


CPU fan failure (CPU フアン障害） 

System fan failure (システムフアン障害） 

Hard-disk drive failure (ハードデイスクドライブ障害) 

Keyboard failure (キーボード障害） 


No boot device available (起動デバイスがありません) 


同じ エラーに よって、 コンピューターは 3回連続して 
起動ルーチンを終了できませんでした。 


マザーボードに障害が発生しているか、またはリア 
ルタイムクロック （ RTC ) バッテリーが低下している 
可能性があります。 

CPU ファンに障害が発生しました。 

システムファンに障害が発生しました。 

POST 中にハードディスクドライブに障害が発生し 
た可能性があります。 

キーボードに障害が発生したか、またはケーブルが 
しっかりと接続されていません。ケーブルをつなぎ 
直しても問題が解決しない場合は、キーボードを交 
換してください。 

ハードディスクドライブ上に起動可能なパーティシ 
ヨンが存在しない、ハードディスクドライブケープ 
ルがしっかりと接続されていない、または起動可能 
なデバイスが存在しません。 


1ブてし起さ 
ケイし認、だ 
、ラと 歡てく 
合ドスを して 
場び イと 動し 
のよバこ起認 
スおデるを確 
イヽ動い イを 
パと起てテと 
デ こ、 れ リこ 
動るれさ ィい 
起レら害 テし 
がてけ分一正 
ブれ付ン ユが 
イさりョ。プ報 
ラ続取シい墨 
ド接にィさアの 
ドが切テだ卜序 
ール適一く ッ順。 
ハブがパてセ動い 
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システムメ ッセージ 


説明 


イス クドライブの自己監視システムには、パラメー 
ターが通常の動作範囲を超えていることがレポート 
されています。デルではデータを定期的にバックア 
ップすることをお勧めしています。範囲外のパラメ 
ーターは、潜在的なハードディスクドライブの問題 
を示す場合とそうでない場合があります。） 
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6 


技術仕様 

pi メモ:提供される内容は地域によって異なります。次の仕様には、コンピューターの出荷に際し、法によ 
り提示が定められている項目のみを記載しています。お使いのコンピューターの設定については、スタ 


' ート4ヘルプとサボ'ートをクリックして、 

ンを選択してください。 

お使いのコンピューターに関する情報を表示するオプシヨ 

プロセッサ 

種類 

• Intel Core i 3 シリーズ 

• Intel Core i 5 シリーズ 

• Intel Pentium デュアルコア 

• Intel Celeron 

L 2 キャッシュ 

最大 6 MB (プロセッサに応じて） 

メモリ 

メモリモジュールコネクタ 

DIMM スロット x 2 

メモリモジュールの容量 

2 GB 、4 GB 、6 GB 、 または 8 GB 

種類 

1333 MHz および1600 MHz DDR 3 (ECC 非対応） 

最小メモリ 

2 GB 

最大メモリ 

8 GB 

ビデオ 

ビデオタイプ： 


内蔵 

Intel HD グラフイック (Intel Pentium デュアルコア CPU - 
GPU コンボ搭載） 

ディスクリート 

• Nvidia GeForce GT 620、 1 GB 、 DDR 3 

• Nvidia GeForce GT 640、 1 GB 、 DDR 5 

• AMD Radeon HD 7570、 1 GB 、 DDR 5 

内蔵ビデオメモリ 

最大 1.7 GB 共有ビデオメモリ （Microsoft Windows Vista 
および Windows 7) 

オーティオ 

内蔵 

Conexant ( CX 20641 -11 Z ) 

ネットワ^ー ク 

内蔵 

Realtek 10/100/1000 Mbps イーサネ，卜 
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システム情報 

チップセット Intel B 75 

BIOS チップ ( NVRAM ) 64 Mb 


拡張バス 

バスのタイプ 

• PCI Express 2.0 

• SATA 1.0 および 2.0 

• USB 2.0 

• USB 3.0 

•19- in -1 メディアカードリーダー（オプション） 

バススピード： 


PCI Express 

• PCI Express xl - ス ロット (mini PCI-Express を含 
む）、対応速度-500 Mbps (Gen 1/2) 

• PCI Expressx 16 -スロット、対応速度- 8 Gbps 

(Gen 1/2/3) 

SATA 

1.5/3.0/6.0 Gbps 

USB 2.0 

480 Mbps 

USB 3.0 

5 Gbps 

カード 

PCIex 16 

フルハイトカ^ー ド1枚 

PCIe xl 

フルハイトカード最大3枚 

ドライブ 

外部アクセス可能： 


5.25 インチドライブベイ 

x 2 

内部アクセス用： 


3.5 インチドライブベイ 

x 2 

外部コネクタ 

オーディオ： 


背面パネル 

コネクタ x 3 

前面パネル 

へッドフォンおよびマイク用の前面パネルコネクタ X 

2 

ネットワーク 

RJ 45 コネクタ xl 

USB : 


前面パネル 

USB 2.0 コネクタ x 2 

背面パネル 

• USB 3.0 コネクタ x 4 
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外部コネクタ 



• USB 2.0 コネクタ x2 

ビデオ 


• 15 ピン VGA コネクタ（メス） xl 
• 19 ピン HDMI コネクタ xl 

コントロールライトと診断ライト 

電源ボタンライト 


白色ライトー白色ライトが点灯している場合、電源が 
オンの状態であることを示します。 



橙色のライトー橙色ライトが点灯している場合、コン 
ピュータがスリープ/スタンバイの状態であることを 
示し、橙色ライトが点滅している場合、システム基板 
に問題があることを示します。 

ドライプアクティビティライト 


白色ライト ー 白色ライトが点滅している場合、コンビ 
ュータがハードドライブからデータを読み取っている 
か、またはハードドライブにデータを書き込んでいる 
ことを示します。 

電源 

コイン型バッテリー 


3VCR2032 コイン型リチウムバッテリー 

入力電圧 


• 100 VAC 〜 127 VAC 

• 200 VAC 〜 240 VAC 

入力周波数 


50 〜 60 Hz 

ワット数 


300 W 

入力電流 


9.00 A (8.00 A) /4.50A 

■ メモ : +5.50 V と +3.30 V の合計出力が 160 W を超えてはならない 

最大熱放散： 


1574 BTU/ 時 

^1 メモ : 熱消費は電源ユニットのワット数定格によって算出されています。 

寸法と重量 

高さ 

366.00 mm 

(14.41 インチ） 

幅 

175.00 mm 

(6.89 インチ） 

奥行き 

434.00 mm 

(17.09 インチ） 

重量（最小） 

7.90 kg (17.40 ポンド） 

環境 

温度： 



動作時 


10 〜 35°C (50 〜 95°F) 
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保管時 -40 〜 65°C (-40 〜 149 °F) 

相対湿度 20 〜 80 パーセント（結露しないこと） 

高度： 


動作時 -1 6 〜 3048 m (-50 〜 10,000 フィート） 

■ メモ:高度が 2,950 フィートを超えると、動作時の 
許容最大温度は、 550 フィートごとに 1 °F ずつ低下 
します。 

保管時 -1 5.20 〜 10,668 m (-50 〜 35,000 フィート） 

空気中浮遊汚染物質レベル ISA-S71.04-1 985 の定義により G1 
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デルへの お問 V 、合わせ 

P メモ:お使いのコンピュータがインターネットに接続されていない場合は、購入時の納品書、出荷伝票、 
請求書、またはデルの製品カタログで連絡先をご確認ください。 

デルでは、オンラインまたは電話によるサポートとサービスのオプションを複数提供しています。サポート 
やサービスの提供状況は国や製品ごとに異なり、国/地域によってはご利用いただけないサービスもござい 
ます。デルのセールス、テクニカルサポート、またはカスタマーサービスへは、次の手順でお問い合わせい 
ただけます。 

1. support . dell . com にアクセスします。 

2. サボートカテゴリを選択します。 

3. 米国在住以外のお客様は、 support . dell . com ページ下の国コードを選択してください。 All を選択するとす 
ベての選択肢が表示されます。 

4. 必要なサービスまたはサポートのリンクを選択します。 
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